
                                             

南小だより   

【学校教育目標】   

やさしく（徳） かしこく（知） たくましく（体） 

【５月の生活目標】 

      右側を静かに歩こう
 

「あるべき未来」を生きるために 
 

 

 

 

 

 

 

 

これは、児童７４名と教職員１０名が平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災による津波の犠牲とな

った石巻市立大川小学校(現在は「震災遺構大川小学校」)の石碑に刻まれた言葉です。 
 

清らかな川と青々とした山々に囲まれたのどかな風景の中に、無残な姿で残る校舎を前に、私は言葉を失

いました。壁のなくなった教室、ねじ曲がった鉄柱、へし折られた窓枠、そして水が到達したことを示す天井。そ

こには、津波の凄まじさが今も生々しく残されていました。 

大川小学校の近くには大きな橋があります。下流から遡上してきた津波は、崩れた建物のがれきや多くの

倒木を運び、それらが橋げたにせき止められました。やがて膨大な水は橋の左右からあふれ出し、その濁流

は、避難を始めたばかりの子供たちを一気に襲ったあと、裏山と校舎に挟まれ、行き場をなくして校庭で激し

く渦を巻いたそうです。 
 

あの日、私も学校にいました。経験したことのない激しい揺れの中で、「この子たちをどうしたら守り切れる

だろうか」と自問自答していたことを、今でも鮮明に覚えています。そうした思いの中で、平静を装いながら指

示を出し、不安そうにしている子供たちに声をかけながら、ただ「誰一人傷ついてほしくない」と願うことしか

できませんでした。 

大川小学校では多くの尊い命が失われました。「あのときこうしていれば」とどれほど考えても、その命が

戻ることはありません。多くの子供たちが、「あるべき未来」を閉ざされたこの悲劇を繰り返さないために、私

たちは、「話しあうこと 考えること ともに確かめあうこと」を大切にしていかなければなりません。 
 

５月８日（金） には引き渡し訓練を計画しています。お子様とともに歩く帰り道、「揺れがきたらこのブロッ

ク塀は倒れそうだから離れよう」「ここはものが落ちてくることもありそうだから頭上に気を付けよう」など、命

を守るための知恵を一つでも多く授けてあげてください。 

それらは必ず、子供たちが「あるべき未来」を生きていくための力になります。ご協力をどうぞよろしくお願

いいたします。 

令和８年４月３０日(木)第２号 

校 長  河野 裕一 

自然がつくりだしたこの世界で  未来をそうぞうし  生きることができるのが人間です 

そして判断し行動できるのも人間です 

ときに大事なことを見失い  気づけなくなることの  おそろしさを知ってほしいのです 

なぜ  一番大切なものが見えなくなるのかを  考えてほしいのです 

いのちの尊さを  誰もが理解しています  平和な日常を誰もが願っています 

話しあうこと  考えること  ともに確かめあうことで  きっとあるべき未来は続いていくはずです 

学び合い 認め合い 高め合う学校 ～子ども、学校、家庭、地域がつながる南小～ 

本記事やその他について、ご意見やご感想がありましたら、以下の URLにアクセスするか、 

QR コードを読み取ってご記入ください。お待ちしております。https://forms.gle/CGjqH7xA3Z5PDoe28

https://forms.gle/CGjqH7xA3Z5PDoe28
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学校ホームページでも学校の様子を随時掲載しております。「お気に入り」等に 

ご登録いただき、ご覧ください。https://minamies.edumap.jp/ 

 

 

 

４月８日（水）に、１年生５４名を迎え、令和８年度入

学式を挙行しました。 

期待と緊張が入り混じった表情で入場してくる１年

生の姿がとても印象的でした。式の中では、姿勢を正

して話を聞こうとする様子から、「がんばろう」という気

持ちが伝わってきました。入学式後の教室では、一人

一人の名前が呼ばれると元気に返事をする姿が見ら

れ、新しい学校

生活への希望を

胸に一歩を踏み

出した様子がう

かがえました。 

在校生代表として参加した６年生の□□□□さん

からは、１年生に歓迎の言葉が贈られました。その一

部を抜粋してご紹介します。 

これは、本校が目指す「学び合い 認め合い 高め

合う学校」の姿そのものです。学校生活の様々なこと

に、仲間とともに向き合い、支え合いながら乗り越えて

いくことの大切さを、自分の経験をもとに温かく伝えて

くれました。 

新しい仲間を迎え、児童同士のつながりがさらに広

がっていくことが期待できる入学式となりました。これ

からのさらなる成長が楽しみです。 

 

 

運動会に向けた練習が始まります。ご家庭におかれ

ては、お子様が意欲的に練習に取り組めるよう、温か

い励ましの声かけをお願いいたします。「頑張っている

ね。」「楽しそうだね。」といった一言が、子供たちの大

きな力となります。 

また、お子様の体調管理にもご留意いただき、十分

な睡眠時間の確保等をお願いいたします。朝食をしっ

かり摂ることも、元気に練習に取り組むための大切な

要素です。 

学校では、子供た

ちの安全を第一に考

え、練習計画を作成

し、無理のないように

進めてまいります。休

憩時間の確保や、体

調不良の児童への対

応など、安全対策を

徹底してまいりますの

でご安心ください。 

運動会への取組を

通じて、子供たちは体力の向上だけでなく、友達と協

力することや、目標に向かって努力することの大切さを

学んでいきます。皆様のご理解とご協力をお願いいた

します。 

 

 

 毎朝、児童の安心・安全のため

に、登校の見守りをしてくださってい

る交通指導員さんをご紹介します。 

○□□□□ 様（関間地区東武東上線踏切付近） 

○□□□□ 様（日本栄養大学・筑波大附属坂戸高校付近） 

  

 

運動会に向けて 

南小通学区・交通指導員さんの紹介 

いつもありがとうございます。 

これからもよろしくお願いします。 

ご入学おめでとうございます 

分からないこともいっぱいあると思いますが、

みなさんには仲間がいます。分からないことは

周りの友達、２年生から６年生までのお兄さん

やお姉さん、先生に聞いて自分を成長させてく

ださい。   

私も最初は分からないことがいっぱいあった

り、大変だなと感じたりしたことがたくさんあり

ました。ですが、周りに聞くと分からないことも

だんだんと分かるようになっていき、たくさん成

長しました。 

 

https://minamies.edumap.jp/

